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▶ 技術アピール・マッチングニーズ
これまで制御できなかった重合反応を見直し、らせん状高分子の精密合成に成功しました。
すなわち、ブロック状・トポロジカル・表面修飾・両末端の修飾などが可能になりました。この
発見は薬の精製に使われる分離剤の性能を飛躍的に向上させ、さらに電子部品に組み込ま
れる微小な磁石と置き換えることができるようになりました。

▶ 研究内容の特徴
らせん高分子の精密重合を研究しています。らせん構造はキラルを有しているため薬の精
製やスピントロニクス分野で応用が進んでいます。

らせんをテーマに様々な高分子を合成していますPR 販路 産学 情報 人材
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